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第１章 総則 

（目的） 

第１条 この仕様書は、ふくしま海洋科学館の緑地を効率的な運営と信頼性の高い維持管

理を行うため、管理業務について、関係法規及び以下に定める事項により公益財団法人ふ

くしま海洋科学館（以下「甲」という。）が委託して、受託者（以下「乙」という。）が行

う業務の範囲と領域を定めることを目的とする。 

（業務の履行） 

第２条 乙は、業務を円滑に遂行し、施設の機能を十分達成できるよう契約書、仕様書その

他関係書類に基づき、業務を誠実に履行しなければならない。 

２  業務の履行にあたっては、建築物における衛生的環境の確保に関する法律、環境基本

法、大気汚染防止法、水質汚濁防止法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、下水道法、

労働基準法、労働安全衛生法、建築基準法、電気事業法、消防法及びその他関係法令等

を遵守しなければならない。 

（対象施設） 

第３条 業務の対象となる区域は次のとおりとする 

（１）ふくしま海洋科学館敷地内 

   縄文広場 

   縄文管理棟周辺 

   縄文の里及び外周 

   おまつり広場 

   クウェート庭園 

   くずのトンネル 

   芝山 

   えっぐの森 

   ＢＩＯＢＩＯカッパの里 

   蛇の目ビーチ 

   海側防潮堤 

   水生生物保全センター屋上緑化区域 

   水生生物保全センター駐車場側法面 

   ふくしま海洋科学館四階屋上緑化区域 

   アクアマリンアグリ 

 （２）駐車場 

    ふくしま海洋科学館敷地内駐車場及びいわき市小名浜字高山地内駐車場 

 



（委託期間） 

第４条 委託期間は、令和７年４月１日から令和８年３月３１日までとする。 

（一般的事項） 

第５条 本委託契約に関する一般的事項は次のとおりとする。 

 （１）乙は、本委託契約締結後速やかに連絡体制と緑地管理業務に係る契約期間内の作業

予定表を甲に提出すること。 

（２）乙は、毎月、常駐緑地管理業務に係る翌月の業務予定表を甲に提出すること。 

（３）緑地管理業務の実施に当たっては、あらかじめ甲と協議のうえ、実施するものとす

る。また、作業が完了したときは、報告書により、直ちに甲の確認を受けなければな

らない。 

（４）緑地管理業務の結果、植栽の枯死や衰弱により植え替え必要とする場合は、速やか

に甲に状況を報告するとともに必要な処置を講ずるものとする。この場合の経費は、

別途修繕契約等により、甲の負担とする。 

（５）緑地管理業務に直接従事する技術者が業務上必要とする事務用品やパッキン等軽

微な修繕に必要な消耗品及び運転する車両は、乙が用意する。 

（６）緑地管理の結果生じる、消耗部品及び除草、剪定等の廃棄物は、乙の責任により処

分するものとする。 

（７）この間の緑地管理に当たり、必要な官公署への申請・届出・報告は乙が代行し、こ

の場合の経費は乙の負担とする。 

（８）乙は、受託業務の履行に当たり他の業務受託者と常に連携を取り、館の円滑な運営

が可能となるように努めなければならない。 

（業務内容） 

第６条 本委託業務の内容は、次のとおりとする。 

（１）常駐緑地管理業務 

  ア 緑地業務 

（ｱ） 除草 

福島県に産する実生の植物は保全し、それ以外の植物を除草する。特定の場

所以外での芝刈り機等の使用は、これを禁止する。飼育動物への影響を防ぐ

ため、乙は甲が許可する除草剤以外の使用を禁止する。 

（ｲ） 刈り払い 

駐車場、縄文の里外構部周辺道路の雑草の刈り払いを行う。 

（ｳ） 剪定 

植物の育成状況、季節により、適切な剪定を行う。 

（ｴ） 移植 

甲からの要請により、乙は植栽の移植を行うものとする。また、植物の育成

状況や季節により、乙は移植が必要であれば提案する。 



（ｵ） 施肥 

植物の育成状況や季節に応じ、適切な施肥を行う。 

（ｶ） 散水 

植物の育成状況や季節に応じ、適切な散水を行う、散水に必要な水道は甲が

準備し、水道料金は甲の負担とする。乙は水道の使用に当たって、適切な節

水に努めなければならない。 

（ｷ） 駆虫 

植栽に害虫が発生した場合、乙は飼育動物に影響の出ない方法で駆虫しなけ

ればならない。駆虫薬を使用する際は、乙は甲と協議し、甲が許可した駆虫

薬以外は使用してはならない。 

イ アクアマリンアグリ管理業務 

・伝統野菜 

甲及びいわき市と連携を取り、いわきの伝統野菜の展示維持管理を行う。ま

た品種の保存を行うため、甲が要望した種については自家採種を行い、その保

存に努めなければならない。 

・アグリ管理 

アグリ展示は、無農薬、無化学肥料で維持に努めなければならない。また

野菜の販売業務を甲が行う際には、随時販売継続できるよう野菜を維持管理

し、販売業務の補助を行う。 

ウ クゥエート庭園及びくずのトンネル 

来館者の安全と動線を確保できるように、クズの誘因、剪定を適切に行う。

竹の骨組みに異常を認めた場合は、速やかに甲に報告するものとする。 

  エ 植物の保管 

        植物の育成状況や季節により甲の敷地内で育成できない種について、乙

は所有する敷地若しくは温室に収容し育成する。育成する種については、甲、

乙協議のうえ定めるものとする。 

（業務従事者） 

第７条 本委託に関し、乙は、次のとおりの常駐人員を業務に当たらせることとする。ま

た、乙は、勤務計画表（下記条件を満足するもの）及び緊急連絡網を事前に提出し甲の

承諾を得ること。 

  ア 常駐人員 

原則午前８時３０分から午後５時３０分まで常時業務量に見合う人員を配置し、

館の営業時間及び本委託業務実施の都合、天候により早出・遅出等変則勤務時間対応

とする。 

  イ 必要とする資格 

    ２級以上の造園施工管理技士 



２ 前項の業務従事者について、乙は、予め業務に従事する従業員の氏名、年齢、経歴、分 

担等を書類にて甲に提出することまた、異動がある場合も同様とする。 

（総括責任者） 

第８条 業務従事者の内１名を総括責任者とする。 

 

第２章 書類及び帳簿 

（書類及び帳簿） 

第９条 乙は、業務事項を明確にするため次に掲げる書類、帳簿等を現場に備えつけ、常に

整備しておかなければならない。 

 （１） 契約に関するもの 

   ア 契約書の写し 

   イ 仕様書の写し 

 （２） 業務履行に関するもの 

   ア 連絡体制表 

   イ 年間保守点検予定表 

   ウ 月次業務予定表 

   エ 業務日報及び月報 

   オ 運転記録日報及び月報 

   カ 整備点検日報及び月報 

   キ 修繕等記録簿 

   ク 工具の点検簿及び消耗品の在庫帳簿 

   ケ 業務委託内容承諾書・協議書 

   コ 作業計画書 

   サ 労働安全衛生計画書 

   シ 事故故障報告書 

   ス 事故故障完了報告書 

   セ 臨時点検報告書 

   ソ 給油脂管理表 

 （３） その他必要な書類及び帳簿 

２ 乙は、次の業務ごとの報告を甲の定める日又は時間までに報告しなければならない。 

 （１） 前項第２号ウ           前月２５日まで 

 （２） 前項第２号エからカに係る日報   翌日午前１１時まで 

 （３） 前項第２号エからカに係る月報   翌月５日まで 

 （４） その他              随時 

３ 業務履行上の打ち合わせ、指示事項及び連絡事項等については、その要旨、年月日、時

刻、出席者又は指示者等を記録し、甲の指定する監督員の確認を得なければならない。 



４ 甲は、乙に業務上必要と認められる図書を貸与する。 

５ 貸与図書を破損し又は紛失した場合には、監督員に申し出なければならない。 

 

第３章 作業要領 

（業務管理） 

第１０条 乙は、本委託業務を遂行するに当たり、関係諸法令の基準に適合するよう緑地管

理業務を行わなければならない。なお、平常時においても非常時に備えて的確に対処でき

る体制を整えておかなければならない。 

２ 乙は、施設のトラブル等の発生または発生が予知される場合には、速やかに甲に連絡通

報し、その指示に従わなければならない。 

 

（環境保全） 

第１１条 乙は、緑地管理業務を行うにあたり、蚊、蝿、ぼうふら等の害虫が発生する恐れ

がある場合には、必ず事前に甲と協議の上、飼育動植物に対して悪影響を及ぼさないよう

万全を期して害虫防疫を行い、環境の保全に努めなければならない。 

（盗難、火災等の事故防止及び災害時の対応） 

第１２条 総括責任者は、現場における機器等の盗難、火災及び事故発生の未然防止に努め

なければならない。夜間においては、特に厳重に注意して監視しなければならない。災害

が発生した場合は、「ふくしま海洋科学館消防計画」に基づき当館の防災管理者の指示に

従い、適正な防災業務を行わなければならない。 

 

第４章  雑則 

（待機所等の使用） 

第１３条 業務の履行に必要な作業員控室、その他業務の履行に必要とする設備等（付帯す

る電気、水道、什器備品等必要な設備一切を含む。以下「待機所等」という。）は、契約

期間中乙に無償で使用させるものとする。ただし故意又は過失により毀損・減失等を生じ

たときは、乙の負担により現状に修復しなければならない。 

２ 乙は、待機所等の使用にあたって節電等に十分配慮しなければならない。 

（作業員の服装等） 

第１４条 乙は、作業員の安全に配慮した服装で作業させ、甲の職員及び来館者に対して迷

惑を及ぼさないように努めなければならない。 

（雑 則） 

第１５条 この仕様書に定めのない事項であっても維持管理上当然必要な業務等は良識あ

る判断に基づいて行わなければならない。 

 

 



（疑 義） 

第１６条 この仕様書に疑義が生じたときは、甲、乙協議のうえ定めるものとする。 


